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解 説 と 訳

安  田     淳

デοS砂力ο/4万吻α肋ゼα(1)

一
ッ生n lntroduction and a」 apaneSe Translation― ―――

Jun YASUDA

Abstract

In Middle English literatureノοS砂力げ _4万ηαチア%ヮ,drawn from early part ofthe French Gヶ と,σち

is the earhest alliterative poe■ l unlike other poems of the alliterative revival in style,metre and

vocabulary  This poem,on the other hand,shows greatest artistry of author,no less than that

of the poems of the revival,in his quite free rendering of a long battle sequence in his source

Here l prOvide a Japanese translation of the poem (frOm the beginning to 1 554)under my

interpretation with a brief introduction  The rest part M′ ill appear in the forthconling volume

ノοSψ力ο/4万%α r′?ゼαはヴァーノン写本にあ
るものが,今 日現存する唯―のものである。こ

の写本は,大きさが 155ィ ンチ×22.5ィ ンチあ

り,重 さが 48,75ポ ンドある。この写本の多くの

ページには彩色を施した模様一 大抵は様式化

した花の模様― が入っており,個 々の項目を描

いた細密画もいくつか見られる。本来, この写

本は414の フォリオからできていたようだが,

不幸にもそのうちの 73の フォリオが失われて

しまっている。この写本はこれまで 137080年

の製作とされていたが,写本の最後の部分の叙

情詩が 1381年の農民の反乱と1382年の地震の

ことに言及していること,及びテクスト}士[評の

見地から,1400年に近い年代と見るほうが有力

である。

ノοS妙力げ 4万%α励ゼαの現存するテクストは

不完全なものである。というのは,フ ォリオ 402

の一葉が欠けているためである。これには,

秒 終 P′ο″物α%の最後の部分とデοSψ力の初め
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の部分が合まれていたと考えられている。W.
W.Skeatの 計算によると,デOSψ力の最初の約
100行程度が欠けているということである。た

だしこれには,D.A.Lawtonの ように失われた

部分の長さを見積もる正確な手段はないとする

見方もある。

デοSψ力は現存する最も初期の頭韻詩である

が,その正確な年代推定はできていない。一般
には 14世紀中業の作と考えられている。この作

品は, T′99 Esチθゲ定 Dぬ Sと 7ゲ%チ G瘍 と oクgs″
Dι′S♂ゲガ Gttα′の二つの原典を基にして書き

改められたものである。ここでは原典の利用法

について立ち入る余裕はないが,DA.Lawton
によると,詩人はども`チ0ゲ能を作品の骨組みの構
成に用いているようである。しかし,デοsの力そ

のものが単なる原典の翻訳以上の出来栄えであ

ることは,多 くの人の認めるところであり,そ
のことは戦 F,す]場面の描写 (489～ 614行)におい

て特にそうである。物語は, ヨゼフがサラスの

王エヴァラックを改宗させるという話であり,

基本的にはロマンスというよりは,あ る種のロ
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